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要な時期である。しかし、FGR により SGA として出生した児において、MP
期に性腺機能に異常をみとめるか否かについての詳細な報告はない。 
目的）FGR により SGA として出生した男児の MP 期での下垂体性ゴナドトロ
ピン・性ホルモン値を測定し、FGR のない Appropriate-for-Gestational Age 
(AGA)児と比較することで、SGA 児の MP 期の HPG 系の特徴を明らかにする。 
方法）2013 年からの 2 年間に京都大学医学部附属病院で出生した早産男児を対
象とした。外性器異常及び染色体異常などの胎児因子を除外し、SGA 児、AGA
児の 2 群に分け、尿中の黄体形成ホルモン luteinizing hormone(LH）、卵胞刺
激ホルモン follicle stimulating hormone(FSH)、テストステロンを継時的に測
定した。採尿は生後 7 日から 168 日まで 1－4 週間隔で実施し、各種ホルモン
は免疫法を用いて測定した。得られた結果を 2 群間で比較した。 
結果）SGA 群 15 名、AGA 群 15 名となり、2 群間で在胎週数に差はなかった。
SGA 群は全例において過小胎盤または胎盤血流障害を示唆する病理所見のい
ずれかを認め、痩せや喫煙などの母体因子に差はなく、本研究の SGA 群は、胎
盤機能の障害によって FGR を生じたことが確認できた。また、本研究の SGA
群の MP 期の開始時期・持続期間は AGA 群と同様の傾向であり、さらに両群
の早産児としての開始時期・持続期間は、既報の正期産児の結果とも同様の傾
向であった。MP 期全体の中央値の比較から、SGA 群では AGA 群と比較して
有意に尿中 LH が高値(p=0.004)、テストステロンが低値(p=0.003)であり、SGA
群の FSH は有意に低値(p=0.006)であった。 




HPG 系の異常が胎児期の FGR の影響を受けていることを強く示唆している。 
また、SGA 児では MP 期に FSH が有意に低値であったが、FSH 低下の意義は
不明である。最後に SGA 児の MP 期の HPG 系の異常が思春期以降の性腺機能
障害とどのように関連していくかについては、今後の検討が必要である。 
結語）SGA 児における新生児～乳児早期の HPG 系の特徴は末梢の性腺機能の



















 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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